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〔第 1 篇〕 結合組織の病理組織学的並びに組織化学的研究方法






















































































































































が (写真 1,2),Ⅹ線上非硬化性陰影を示 して
いた結核病巣や新 しい創傷部等の腰原線維は,
Malloryの染色では良 く染められ て い るが,
昭和40.9
表 1 凍 結 切片 に お け る 贋 原 線 維 の 染 色 件
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染 色 法 VanGiesonの染色
材
固 定 法 畢
10%中性フォルマリン
Carnoy氏液

























2. vanGieson染色および Mallory染色においては各 線々維の酸フクシン又はアニリン
ブル一の色調の程度によって染色性を判定した｡
表 2 パラフィン切片における贋原線維の染色性
染 色 法 vanGiesonの染色
材






70% ア ル コ ー ル F I+ ±
Maloryの染色 . メタクロマヂア染色
A B A B
侶 ≠ト 十 ±





















又,これ等の処理を行なわなかっ た 凍 結 切
汁,即ち,対 照では70%アル コ -ール同定の場合
の切片とほぼ同様の所見がこれ等 3種類の染色
の何れにおいても認め られる｡


















































表 3 腰原線維の染色性に対する vanGieson染色液の組成の変化の影響














ccに 20% NaOH を加
えたもの
染色方法および


























巴ィほとんどみられ 芸a60t"震 iュない 烏 障害されて註:i vanGieson染色液, 1%酸フクシンと飽和ピクリン酸を 1 :10の割合で混 合 したもの,駿フクシンは Merk製を使用した｡
ii 核染色は Meyer氏ヘマトキシリンによって行なった｡
昭和40.9
蓑 4 腰原線維の染色性に対する Malory染色液の組成の変化の影響
- 39-




























染 色 成 績



























註 :i 核染色および分別は Mallory染色法と同様に行なった｡表中特に記載してないものは核染
色施行後の処置である｡
iiPTA および PMA はそれぞれ燐タングステン酸および燐モ リブデン酸の略である｡
iiiアニ リンブルー,およびオレンヂGは共に
特異的に染色 され る｡同様 に塩酸 々性 アニ リン
ブルー,オ レンヂ G混合液で染色す る場 合は,
腰原線維 は殆ん ど染色 され ないO核染色の後,
PTA処理 を行 なわないで,潟 ちに Malloryの
染色液で染色す る場合 は,腰原線維 は黒舌色を
呈 し,かな りに強い共染が認め られ る｡
次 に,核染色を行 なわず に直 ちに PTA 処理
及び Malloryの染色液で染色す る場合 には,
切片全体 が肯黒色 を皇 し,曙原線維 の識別は不
可能 で ある｡
5%PTA の代 りに 5%燐 モ リブデ ン酸(以下
Merk製を使用した｡
PMA と略)を用 い る染色法では,PTA の場合
とほぼ同様 の所見 が認め られ る｡又, PMA 処
理 の後,虐射 日光下 に放 置 した切片で は,腰原
線維 は うすい緑青色を呈 し,共染 は殆ん ど認 め
られない｡
これ等 の所見 は中性 フォルマ リン,70%アル
コール,Carnoyの彼等 による固定 の何れの場
合で もほぼ同様 に認め られ る｡

















































表 5 結合組織 の多糖類の組織化学的検討
染 色 成 績･
染 色 演 染色方法













































































第2項 実 験 成 績





染 色 法-＼＼亘1､＼､材 BABAB

































肥満細胞はペプシンの作用後も認 め られ る
が,作用時間が長 くなるに従ってその数が減少
する｡ しか しなが ら,肥満細胞頼粒の流出所見
は認め られない｡
又,中性 フォルマ リン闇定の標本は,Carnoy

















第2項 実 験 成 績
実験成績･ほ表 7の通 りである｡


















































































































































Malloryの染色では,PTA は PMA と同様の










































































































〔第 2 篇〕 著者の方法による結合組織の再検討



































































































































































廿 原 線 維
性 状
警 讐 完封 慧讐 警
る 抵 抗 性 ロ マヂア
雷雲芸冨芸諾昌/=d':｢ 幼 弱 型 容易 に消化 湖 陽 件
腰原 線維あり
上 記 と 同じ,
空 洞 廃 内に細EFd 上 記 と 同 じ 亘 記 と同 じ 亘 記 と同 じ浸潤がつよい
乾 酪 巣 増殖件又は硬 霊芝岩三言芸警 働 >成熟型 慨 〉抵抗大
硬 化 性 目ヒ性病変
痛 渠 空 洞 ∃志霊志.iS去二
よい














内 側 : 幼 弱 型 § 内 側 : 抵 抗 小 卜 廿 日ニ
註 中間型とは vanGieson染色および Mallory 染色による染色性が成熟型と幼弱型の中間を示
すものである｡
尚,腰板線維のメタクロマヂアは ｢ヒ｣を作









叉は硬化性を示すものが多い ｡ そ して,乾酪巣
では,被膜に前述のような層状の腰原線維が認
め られる場合が多い｡
しか しなが ら,極めて小 さい病巣では被包化
されているが,(a)に述べたような 3層の腰原
線維層が判然 と認め られるものは寧ろ少ない｡









病巣の大きさ 5mm 6mm 10mm
硬塀の構造
まで i～10mm l二八上







乾酪巣では曙原線維の 3層構造の認め られ るも
のは少な く,南径 6mmか ら由二径 10mm までの
ものに,もっとも多く3層の曙原線維層が認め
られ る｡
再径 6mm か ら虎径 10mm 以上の病巣の被膜
を曙原線維層の形成状態;/I)ゝら分類 し,その状態
を模式図と して整理 してみると第 1図のように
なる｡
即ち,A型のものは, 直径 6mm～10mm ま
での病巣に圧倒的に多 く,B,C及びD型のも


























































































表 10 家 兎 に お け る 巽 物 性 炎 の 実 験 方 法
異物性炎の作成
投与薬剤および
投 与 方 法




家兎の背部皮下に 0.5>(0.5×1.0cm 大のポリビ二一ルフォルマールスボンヂ (スボンデ
と略)を挿入して作成,スボンデは約 2.5cm 間隔で1羽につき6個宛挿入
1. 対照群 :薬剤投与なし
2. グリチルリチン群 :グリチルリチン (ブリチロン)40mg毎口投与
3. コーチゾン群 :コーチゾン10mg毎｢]投与
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蓑 11 実験的異物性炎に対するコーチゾン,グリチルリチンおよびオキシフェ
ンブタゾンの効果 (スボンヂ外の所見)







出 細 胞 J 什 +
満細胞】 +??
?? ?
維 芽 細 胞
i 】 +1 E 十ト +十 . 1十幼讐 間型














表 12 実験的異物性炎に対するコーチゾン,グリチル リチン,オキシフ
ェンブタゾンの効果 (スポンジ内の所見)
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3 日 目 5日目 1週目 L 2週目 3週目
浸 出 細 胞 +ト ≠ +
?ー????
ダリ
肥満 細 胞 1 1
線 維 芽 細 町 ㌔ +
腰 原 線 維
浸 出 細 胞 【 ± ± +
肥 満 細 胞 rl




十ト +ト l +
車二重極 軒 亘 車 車
+
浸 用 細 胞 + + + +
リチ ｢嘉 .iT 蒜~rpIB盲｢ 二
線 維 芽 細 胞





Ti五 首 1 三 十 二 十 I
維 芽 細 胞
贋 原 線 維




j + t 十
十 ≠ 十ト
i 門 晶 芦 i幼弱器憲間型 t中間器逮 熟型
表 13 マ ウ ス に お け る異 物 性 炎 の 実 験 方 法
異物性炎の実験 弓 マウスの背部皮Tに 0.5×0.5cm 大のカバ-ガラス片を各々1枚宛挿入
投与薬剤および
投 与 法
材 料 の 摘 出
1. 対照群(8匹):薬剤投与なし
2. -バ リン群(6匹):-バ リンソ-ダ20単位毎 日投与
3. コンドロイチン硫酸群(6匹):コンドロン 5mg毎 日投与
4. ヒスタミン群(6匹):Iヒスタミン塩酸塩 1mg毎 日投与
対照君羊はガラス片挿入後, 3日, 4[], 8日,10E1日に,薬剤投与群は, 4日, 8畑 10
口目に各々2匹宛屠殺 し,ガラス片を周囲組織とともに切除した｡
固定および抱埋 !70%アルコールにて24時間固定後,ガラス片をとり去り,パラフィン切片とした】
染 色 法 -マ トキシリン･エオジン染色,Malory染色,vanGieson染色,メタクロマヂア染色
一方 , スボンヂ 内で は線維芽細胞 及び腰原線
維 の出現 は, 2週 目において も認 め られない｡
肥満細胞 は ｢グ｣群の スボ ンヂ外側で 3日目
か ら 2週 目, スボ ンヂ 内側で 3日目, 3週 目及
び 4週 目にそれぞれ認 め られ るが, コーチゾン
群では認め られない｡








ピラゾール系消炎剤 としては,タンデリー ル (オキ
シフェンブタゾン,以下 ｢オ｣と略)を使用した｡
b. 実 験 成 績
実験成績は表11及び表12の通 りである｡














ヒ 浸 出細 胞 声iI 胡+
≠ r +スメ肥満細胞LJ二 ｣二⊥一
ンヽ群 線維芽細
胞 】 】十 十 ト腰 原線 維 i 】 僧 第 1幼弱型 京大結研
紀












b. 実 験 成 績実験成績
は表14の通 りである｡即ち,ヘパ リン群の














































































































そして,これ等 3層が規則正 しい層状を示 し
ながら乾酪性物質を隙間なく被包 している病巣

















































































































































制作用のためであることは異論のな い 処 と思

















































































































































































全 篇 結 論































成熟化とを阻害する作用を有 し,グ リチル リチ



















































16) 長井靖 :代謝 1:488(1964)













































































写真16 寂痕ケロイ ド,vanGiesonの染色, 100×









写真21 家兎実験的異物性炎, ｢グ｣群, 2週目,
vanGiesonの染色,100×
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